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〔
一
〕
川
崎
区

（
川
崎
区
全
域
）

１　

大
師
支
所
・
田
島
支
所
に
つ
い
て
。
高
齢
者
・
障
害
者
を
は

じ
め
と
す
る
方
々
へ
の
相
談
・
申
請
・
手
続
き
な
ど
が
行
え
る

オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
の
窓
口
は
引
き
続
き
、
職
員
体
制
を
確
保
し

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
も
の
に
す
る
。
生
活
保
護

ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
確
保
す
る
た
め
に
体
制
の
充
実
を
は
か
り
、
特
に
専
門
職
の

体
制
は
国
基
準
で
配
置
を
行
う
。

２　

大
師
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
決
定
し
た
設
計
を

も
と
に
住
民
に
丁
寧
な
説
明
を
行
う
。
子
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー

と
老
人
い
こ
い
の
家
と
比
べ
て
活
動
す
る
諸
室
が
減
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
保
障
す
る
。
特
に
児

童
館
の
機
能
を
失
わ
な
い
よ
う
、
子
ど
も
の
居
場
所
は
確
保
す

る
。

３　

田
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
設
計
案
を
多
く

の
住
民
に
説
明
を
し
、
意
見
を
反
映
さ
せ
決
定
を
行
う
。
特
に

利
用
さ
れ
る
高
齢
者
団
体
、
子
ど
も
た
ち
、
障
害
者
団
体
へ
丁

区
民
要
望
書

寧
な
説
明
を
行
い
意
見
を
反
映
さ
せ
る
。
児
童
館
の
役
割
を
う

し
な
わ
な
い
よ
う
子
ど
も
の
居
場
所
を
確
保
す
る
。

４　

羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
に
と
も
な
う
航
空
機
の
墜
落
事
故
・
落

下
物
事
故
に
関
わ
る
被
害
想
定
を
、
市
の
臨
海
部
防
災
対
策
計

画
に
明
記
し
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
労
働
者
と
近
隣
住
民
、
市
民
等

に
対
し
て
公
表
す
る
。
そ
の
た
め
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
防
災
ア
セ

ス
メ
ン
ト
調
査
を
行
う
よ
う
国
と
県
に
要
望
す
る
。
定
期
的
な

教
室
型
の
住
民
説
明
会
を
開
催
す
る
。「
羽
田
空
港
飛
行
経
路

の
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
の
類
型
を
当
て
は
ま
る
地
域
の
指

定
」
に
つ
い
て
そ
も
そ
も
環
境
基
準
が
地
域
の
実
情
に
合
っ
て

い
な
い
。
改
正
を
行
う
よ
う
引
き
続
き
県
や
国
に
働
き
掛
け

る
。
羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
は
中
止
し
海
上
ル
ー
ト
に
戻
す
よ
う

国
に
求
め
る
。

５　

川
崎
区
の
市
営
住
宅
の
応
募
申
し
込
み
倍
率
は
２
０
２
４
年

度
約
40
倍
で
あ
る
。
需
要
に
応
え
て
民
間
借
り
上
げ
方
式
に
よ

る
市
営
住
宅
を
建
設
す
る
。
新
た
な
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

制
度
を
ふ
ま
え
て
、
外
国
人
市
民
、
高
齢
者
、
生
活
困
窮
者
な

ど
誰
も
が
安
心
し
て
安
価
に
暮
ら
せ
る
住
宅
を
整
備
・
確
保
す

る
。

６　

市
民
が
自
由
に
作
物
を
栽
培
で
き
る
市
民
農
園
を
つ
く
る
。

７　

川
崎
区
内
に
園
庭
の
あ
る
認
可
保
育
園
を
増
設
す
る
。

８　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
全
戸
配
布
し
、
説
明
会
を
開
く
。

９　

京
町
・
渡
田
地
区
を
は
じ
め
川
崎
駅
東
口
周
辺
地
区
や
大
島

地
区
、
観
音
川
地
区
な
ど
で
た
び
た
び
浸
水
被
害
が
発
生
し
て

い
る
。
入
江
崎
統
合
幹
線
の
事
業
を
着
実
に
進
め
る
。
京
町
と
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渡
田
、
大
島
、
観
音
川
の
各
ポ
ン
プ
場
か
ら
入
江
崎
統
合
幹
線

を
活
用
し
て
排
水
で
き
る
よ
う
入
江
崎
水
処
理
セ
ン
タ
ー
に
高

機
能
の
ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
。
老
朽
化
し
て
い
る
京
町
、
渡

田
、
大
島
、
観
音
川
の
各
ポ
ン
プ
場
の
機
能
を
強
化
の
た
め
の

更
新
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
。

10　

川
崎
駅
か
ら
区
内
全
域
に
（
西
か
ら
東
へ
）
放
射
線
状
に
バ

ス
路
線
が
延
び
て
い
る
が
、
区
内
の
南
北
を
つ
な
ぐ
バ
ス
路
線

は
極
端
に
少
な
い
。
カ
ル
ッ
ツ
や
教
文
会
館
の
あ
る
富
士
見
地

区
な
ど
に
、
区
内
ど
こ
か
ら
で
も
行
き
や
す
く
す
る
た
め
、
循

環
バ
ス
を
運
行
す
る
。

11　

労
働
会
館
前
交
差
点
、
久
根
崎
交
差
点
な
ど
、
老
朽
化
し
た

歩
道
橋
が
か
え
っ
て
交
通
不
便
を
招
い
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

市
民
の
合
意
の
も
と
撤
去
す
る
な
ど
の
対
策
を
は
か
る
。

12　

新
川
通
、
宮
前
、
東
門
前
二
・
三
丁
目
、
昭
和
町
二
丁
目
、

大
師
駅
前
一
丁
目
、
浅
田
一
・
二
丁
目
な
ど
、
公
園
の
な
い
町

に
公
園
を
整
備
す
る
。
用
地
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た

場
合
は
活
用
に
向
け
て
積
極
的
な
対
応
を
行
う
。
当
面
、
町
丁

目
の
三
分
の
二
以
上
に
公
園
を
設
置
す
る
と
い
う
目
標
に
達
し

て
い
な
い
７
つ
の
小
学
校
区
に
つ
い
て
、
早
急
に
設
置
を
す
る

こ
と
。

13　

深
夜
バ
ス
（
塩
浜
営
業
所
行
、
水
江
町
行
）
に
つ
い
て
、
25

時
頃
ま
で
増
便
す
る
。

14
扇
島
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ　

ス
チ
ー
ル
跡
地
に
つ
い
て
、
公
害
の
苦
し
み

を
刻
む
公
害
資
料
館
と
区
民
の
生
業
と
憩
い
の
海
が
失
わ
れ
た

歴
史
を
残
す
干
潟
を
復
元
す
る
公
園
を
設
置
す
る
。
同
跡
地
利

用
に
つ
い
て
公
害
患
者
や
元
漁
業
関
係
者
な
ど
に
意
見
を
聞
き

計
画
に
反
映
さ
せ
る
。

15　

教
育
文
化
会
館
の
後
継
施
設
で
あ
る
川
崎
市
民
館
・
労
働
会

館
（
仮
称
）
を
、
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
充
実
し
た
社
会
教

育
施
設
と
し
て
整
備
す
る
。

ア　

新
施
設
に
設
置
さ
れ
る
労
働
資
料
室
は
市
立
図
書
館
と
し

て
活
用
を
は
か
る
。
労
働
資
料
な
ど
の
蔵
書
に
つ
い
て
で
き

る
限
り
残
す
こ
と
。
専
門
家
や
市
民
の
声
を
よ
く
聴
い
て
慎

重
に
す
す
め
る
こ
と
。

イ　

新
施
設
の
ホ
ー
ル
の
予
約
に
つ
い
て
は
文
化
振
興
に
寄
与

す
る
催
し
物
な
ど
に
対
す
る
「
優
先
申
請
制
度
」
の
対
象
と

す
る
。

ウ　

駐
車
場
の
利
用
料
金
を
無
料
に
戻
す
。

16　

区
内
各
駅
に
ホ
ー
ム
ド
ア
を
設
置
す
る
よ
う
鉄
道
事
業
者
に

働
き
か
け
る
。

（
中
央
地
域
）

１　

川
崎
駅
南
口
改
札
口
を
開
設
す
る
よ
う
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
働

き
か
け
る
。

２　

八
丁
畷
駅
前
の
安
全
対
策
、
八
丁
畷
駅
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
。

ア　

駅
前
の
交
差
点
に
つ
い
て
、
馬
嶋
病
院
方
面
か
ら
踏
切
方

面
へ
の
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
や
信
号
の
設
置
な
ど
安
全
対
策

を
検
討
す
る
。

イ　

駅
の
西
口
側
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
、
西
口
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側
に
Ｊ
Ｒ
の
券
売
機
も
設
置
す
る
こ
と
、
Ｊ
Ｒ
ホ
ー
ム
が
駅

の
２
階
部
分
に
あ
る
こ
と
を
案
内
表
示
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
京
浜
急
行
に
要
望
す
る
。

ウ　

川
崎
市
視
覚
障
害
者
情
報
処
理
文
化
セ
ン
タ
ー
の
最
寄
り

駅
で
も
あ
る
の
で
踏
切
内
や
付
近
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置

を
早
急
に
行
う
。

エ　

八
丁
畷
駅
前
バ
ス
停
に
上
屋
と
ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
。

オ　

八
丁
畷
駅
か
ら
第
一
京
浜
に
向
か
う
狭
い
歩
道
を
広
げ
る
。

カ　

日
進
町
信
号
歩
行
者
用
横
断
歩
道
の
青
の
時
間
が
短
く
身

体
障
害
者
の
方
渡
り
き
れ
な
い
。
警
察
に
働
き
か
け
歩
行
者

の
安
全
を
確
保
す
る
。

３　

東
田
公
園
内
に
ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
。

４　
Ｊ
Ｒ
川
崎
新
町
駅
を
安
全
・
安
心
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

ア　

駅
に
券
売
機
も
し
く
は
チ
ャ
ー
ジ
機
を
設
置
す
る
よ
う
Ｊ

Ｒ
に
要
望
す
る
。

イ　

踏
切
の
閉
ま
っ
て
い
る
時
間
が
長
す
ぎ
て
事
故
も
起
き
て

い
る
。
電
車
が
浜
川
崎
―
小
田
栄
駅
間
に
到
達
し
た
時
点
で

既
に
川
崎
新
町
駅
前
の
踏
切
が
閉
ま
る
シ
ス
テ
ム
を
変
更
す

る
な
ど
し
て
、
遮
断
時
間
を
短
く
す
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
に
要
望
す

る
。

ウ　

駅
前
踏
切
内
歩
道
に
つ
い
て
、
危
険
な
縁
石
の
段
差
を
緩

や
か
に
す
る
。

エ　

線
路
と
駅
前
駐
輪
場
の
間
の
通
路
が
暗
い
た
め
、
防
犯
上

の
不
安
が
地
域
住
民
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
駐
輪
場
に
照
明

を
設
置
す
る
。

５　

川
崎
中
学
校
に
プ
ー
ル
を
設
置
す
る
。

６　
「
開
か
ず
の
踏
切
」
と
な
っ
て
い
る
堤
根
の
東
海
道
線
矢
向

踏
切
に
、
歩
行
者
と
自
転
車
用
の
跨
線
橋
を
設
置
す
る
。

７　

京
町
１
丁
目
11
、
12
，
15
，
16
の
京
町
第
三
公
園
付
近
に
あ

る
標
識
が
見
え
づ
ら
く
、
一
方
通
行
を
逆
走
す
る
車
も
あ
り
事

故
が
多
い
。
対
策
を
行
う
。

８　

京
町
２
丁
目
の
い
な
げ
や
周
辺
の
道
路
に
つ
い
て
、
児
童
を

は
じ
め
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
歩
道
を
設
置
も
し
く
は

カ
ラ
ー
化
を
行
う
。

９　

八
丁
畷
駅
周
辺
の
市
有
地
を
認
可
保
育
園
や
特
養
ホ
ー
ム
な

ど
市
民
利
用
施
設
と
し
て
活
用
す
る
。

10　

銀
柳
街
や
小
川
町
、
旭
町
２
丁
目
な
ど
浸
水
・
冠
水
が
た
び

た
び
起
こ
る
地
域
で
の
対
策
を
す
す
め
る
。

11　

河
港
水
門
の
利
用
停
止
に
伴
い
使
用
し
な
く
な
っ
た
船
溜
ま

り
部
分
に
つ
い
て
、
市
民
の
要
望
を
よ
く
聞
い
た
う
え
で
大
雨

な
ど
の
際
に
備
え
た
遊
水
地
兼
ス
ポ
ー
ツ
広
場
な
ど
と
し
て
市

民
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
検
討
を
進
め
る
。

12　

国
道
15
号
線
の
元
木
町
交
差
点
－
ゴ
ム
通
り
交
差
点
の
中
央

分
離
帯
に
つ
い
て
、
清
掃
・
除
草
・
剪
定
な
ど
の
回
数
を
増
や

す
よ
う
国
に
要
望
す
る
。

13　

川
崎
駅
東
口
駅
前
を
中
心
に
ゴ
ミ
が
目
立
つ
と
の
市
民
か
ら

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
清
掃
回
数
を
増
や
す
。

14
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
近
く
に
あ
る
歩
道
橋
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
誘

導
用
の
チ
ャ
イ
ム
を
つ
け
る
。
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15　

富
士
見
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
付
近
に
あ
っ
た
公
衆
ト
イ
レ

を
復
活
さ
せ
る
。
早
朝
や
夜
間
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
と
の
声

に
応
え
た
ト
イ
レ
対
策
を
行
う
。

16　

富
士
見
公
園
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
の
休
憩
場
所
に
日
よ
け

シ
ー
ト
の
設
置
な
ど
熱
中
症
対
策
を
行
う
。

17　

建
て
替
え
が
予
定
さ
れ
て
い
る
南
部
身
体
障
碍
者
福
祉
会
館

に
つ
い
て
現
在
と
同
じ
場
所
に
現
在
と
同
様
の
障
害
者
福
祉
施

設
と
し
て
建
設
す
る
。
集
会
室
は
感
染
症
に
対
応
で
き
る
よ
う

今
よ
り
広
い
（
50
か
ら
60
人
）
も
の
と
す
る
。
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
を

設
置
す
る
。

（
大
師
地
域
）

１　

羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
に
よ
る
大
師
地
区
へ
の
騒
音
被
害
は
進

行
で
あ
る
。
新
ル
ー
ト
に
か
か
わ
る
防
音
工
事
の
対
象
を
拡
充

す
る
よ
う
国
に
要
望
す
る
。
住
民
の
声
を
聞
く
た
め
の
教
室
型

説
明
会
を
定
期
的
に
開
催
す
る
よ
う
国
に
要
望
す
る
。

２　

生
態
系
保
持
空
間
に
指
定
さ
れ
て
い
る
河
口
干
潟
を
は
じ

め
、
都
市
部
で
は
貴
重
な
自
然
を
有
す
る
多
摩
川
を
保
全
し
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
再
生
さ
せ
る
。
市
民
に
利
用
し
や
す

い
よ
う
河
川
敷
の
整
備
を
積
極
的
に
行
な
う
。

ア　

多
摩
川
河
川
敷
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
は
毎
年
点
検
を

し
て
、
防
犯
灯
を
整
備
す
る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
の
利
用
者

の
た
め
足
に
負
担
の
少
な
い
素
材
を
使
用
す
る
こ
と
を
検
討

す
る
。

イ　

多
摩
川
に
親
し
み
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
味
の
素

中
瀬
門
よ
り
河
川
敷
ま
で
の
道
路
を
設
け
る
よ
う
企
業
に
働

き
か
け
る
。
中
瀬
・
大
師
河
原
地
域
の
河
川
敷
グ
ラ
ン
ド
利

用
者
の
た
め
に
、
周
辺
に
駐
車
場
を
確
保
す
る
。

ウ　

多
摩
川
河
口
付
近
の
貴
重
な
動
植
物
を
保
護
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
は
か
る
。

エ　

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
自
然
観
察
な
ど
の
た
め
に
、
野

鳥
や
干
潟
の
生
物
等
の
案
内
板
を
設
置
す
る
。

オ　

中
瀬
１
丁
目
と
３
丁
目
の
間
の
多
摩
川
土
手
へ
の
階
段
に

手
す
り
を
設
置
す
る

３　

大
師
地
域
の
雨
水
に
よ
る
浸
水
被
害
対
策
を
す
す
め
る
。
特

に
池
上
新
町
地
域
の
雨
水
浸
水
対
策
で
は
、
貯
留
管
の
整
備
な

ど
抜
本
的
改
善
を
早
急
に
す
す
め
る
。

４　

産
業
道
路
沿
道
の
街
路
樹
を
毎
年
剪
定
す
る
。
池
上
交
差
点

か
ら
産
業
道
路
浜
町
交
差
点
ま
で
の
旧
市
電
敷
の
緑
道
に
つ
い

て
は
、
防
犯
対
策
か
ら
も
毎
年
剪
定
を
行
う
。

５　

横
羽
線
・
産
業
道
路
の
自
動
車
排
ガ
ス
対
策
と
し
て
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
、
大
型
車
の
交
通
規
制
と
自
動
車
の
通
過
課
徴

金
制
度
を
実
施
す
る
。
沿
道
の
長
時
間
駐
車
を
禁
止
し
、
ア
イ

ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
厳
守
す
る
。

６　

京
急
大
師
線
立
体
交
差
事
業
完
成
後
の
上
部
利
用
は
緑
の
散

歩
道
な
ど
住
民
の
声
を
よ
く
聞
き
、
多
摩
川
河
畔
と
結
ん
だ
町

づ
く
り
を
す
す
め
る
。

７　

京
急
川
崎
大
師
駅
前
か
ら
産
業
道
路
に
向
か
う
国
道
４
０
９

号
沿
い
の
歩
道
に
連
続
し
た
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
す
る
よ
う

国
に
働
き
か
け
を
行
う
。
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８　

京
急
東
門
前
駅
駐
輪
場
に
屋
根
を
設
置
す
る
。（
日
差
し
や

雨
に
さ
ら
さ
れ
て
駐
輪
自
転
車
の
劣
化
、
雨
の
日
は
合
羽
の
着

脱
が
大
変
）

９　

臨
港
道
路
東
扇
島
水
江
町
線
整
備
は
中
止
す
る
。

10　

東
扇
島
の
「
ダ
イ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
前
」「
か
わ
さ
き

フ
ァ
ズ
物
流
セ
ン
タ
ー
前（
正
門
前
）」
な
ど
の
バ
ス
停
に
つ
い

て
、
臨
港
バ
ス
・
京
急
バ
ス
の
共
同
バ
ス
停
と
市
営
バ
ス
の
バ

ス
停
が
、
数
十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
別
の
バ
ス
停
と
な
っ
て
い

る
。
利
用
者
の
利
便
性
を
は
か
る
た
め
に
市
営
・
臨
港
・
京
急

の
共
同
の
バ
ス
停
に
す
る
。

11
東
扇
島
内
に
街
灯
が
少
な
く
防
犯
上
の
不
安
を
訴
え
る
方
が
少

な
く
な
い
。
東
扇
島
内
の
道
路
に
街
灯
を
設
置
す
る
。
バ
ス
停

に
上
屋
と
照
明
を
設
置
す
る
。
夏
場
に
は
雑
草
が
歩
道
を
覆
っ

て
し
ま
う
箇
所
が
あ
る
た
め
、
草
を
刈
る
回
数
を
増
や
す
。

12　

国
道
４
０
９
号
殿
町
小
学
校
前
交
差
点
に
、
視
覚
障
害
者
向

け
の
音
の
出
る
信
号
機
を
設
置
す
る
。

13　

大
師
公
園
の
以
下
の
点
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
と
調
整
等
を

行
い
な
が
ら
改
善
し
て
い
く
。
公
園
全
体
を
定
期
的
に
除
草
・

剪
定
す
る
。
プ
ー
ル
近
く
の
東
屋
の
屋
根
が
傷
ん
で
い
る
た
め

全
面
改
修
す
る
。
砂
場
の
砂
が
動
物
の
排
泄
物
の
に
お
い
が
す

る
た
め
砂
場
に
動
物
が
入
れ
な
い
よ
う
な
工
夫
を
す
る
。
ト
イ

レ
の
蛇
口
を
非
接
触
に
す
る
。
子
ど
も
や
高
齢
者
が
つ
ま
づ
い

て
危
険
な
広
場
等
の
段
差
や
根
上
が
り
を
改
善
す
る
。

（
田
島
地
域
）

１　

小
田
地
区
に
市
民
館
図
書
館
分
館
を
建
設
す
る
。

２　

小
田
周
辺
地
区
の
密
集
市
街
地
対
策
に
つ
い
て
、
ひ
き
つ
づ

き
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
住
民
合
意
の
も
と
で
事
業
の
促
進
を

図
る
。

３　

小
田
周
辺
戦
略
エ
リ
ア
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
南
部

防
災
セ
ン
タ
ー
と
消
防
小
田
公
舎
跡
地
利
用
に
つ
い
て
も
と
も

と
目
的
と
し
て
い
た
、
防
災
を
体
験
で
き
る
啓
発
施
設
を
建
設

す
る
な
ど
市
民
の
福
祉
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
、
住
民
の

意
見
を
よ
く
聞
い
て
す
す
め
る
。

４　

小
田
地
域
の
道
路
は
狭
い
た
め
バ
ス
は
小
型
に
し
、
便
数
を

増
や
す
。

５　

小
田
４
丁
目
２
－
11
の
隣
の
空
き
地
に
つ
い
て
所
有
者
に
対

し
て
雑
草
の
除
去
を
行
う
よ
う
働
き
か
け
を
行
う

６　

小
田
７
丁
目
公
園
の
樹
木
の
手
入
れ
や
雑
草
の
除
去
を
行
い

安
心
し
て
利
用
で
き
る
公
園
に
す
る
。

７　

小
田
７
丁
目
多
目
的
広
場
に
つ
い
て
、
車
い
す
や
歩
行
器
、

杖
を
使
っ
て
周
回
で
き
る
よ
う
整
備
を
す
る
。
ま
た
出
入
り
口

も
ス
ロ
ー
プ
を
つ
け
る
。

８　

南
部
防
災
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
の
雑
草
の
除
去
、
樹
木
の
剪
定

な
ど
を
行
い
防
犯
対
策
に
努
め
る
。

９　

老
朽
化
し
た
京
町
歩
道
橋
の
点
検
を
行
い
安
全
を
確
保
す
る
。

10　

浅
田
か
ら
産
業
道
路
沿
い
に
大
師
方
面
へ
の
バ
ス
路
線
を
開

設
す
る
。
京
町
通
り
か
ら
天
飛
ト
ン
ネ
ル
、
教
育
文
化
会
館
前

を
通
り
、
市
役
所
前
に
向
か
う
バ
ス
路
線
を
新
設
す
る
。
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11

浅
田
に
老
人
い
こ
い
の
家
を
建
設
す
る
。

12　

浅
田
３
丁
目
の
バ
ス
停
前
の
信
号
に
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
の

設
置
を
行
う
よ
う
警
察
に
働
き
か
け
る
。
押
し
ボ
タ
ン
式
の
場

合
は
わ
か
る
よ
う
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
も
設
置
す
る
。

13

朝
の
時
間
帯
を
は
じ
め
踏
切
通
行
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い

る
小
田
栄
駅
前
踏
切
に
つ
い
て
、
早
急
に
安
全
対
策
を
は
か

る
。
バ
ス
を
は
じ
め
自
動
車
・
歩
行
者
・
自
転
車
が
入
り
乱
れ

る
踏
切
を
通
ら
な
く
て
も
児
童
が
通
学
で
き
る
よ
う
に
、
南
武

支
線
の
線
路
を
地
下
で
横
断
す
る
人
道
を
新
設
す
る
。
バ
ス
停

の
設
置
場
所
に
つ
い
て
安
全
性
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
検
討

を
す
る
。

14　

小
田
栄
の
コ
ー
ナ
ン
・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
な
ど
へ
の
交
通

量
の
多
い
ツ
ク
イ
サ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
前
の
丁
字
路
に
つ
い
て
、

信
号
を
設
置
す
る
か
、
商
業
施
設
に
警
備
・
誘
導
員
の
配
置
を

要
請
す
る
な
ど
し
て
、
安
全
対
策
を
は
か
る
。

15　

小
田
栄
２
丁
目
ア
イ
ラ
ン
ド
ブ
リ
ー
ズ
と
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
の
間
の
車
道
と
歩
道
の
間
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ガ
ー
ド
パ

イ
プ
を
一
部
取
り
除
き
そ
の
箇
所
の
歩
道
に
横
断
歩
道
を
設
置

し
て
歩
行
者
の
安
全
性
利
便
性
を
図
る
。（
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
敷
地
内
へ
の
入
り
口
当
た
り
の
ガ
ー
ド
を
取
り
除
く
こ
と

を
希
望
）

16　

桜
本
２
丁
目
24
、
36
と
田
島
支
援
学
校
桜
校
、
桜
本
中
学
校

の
角
に
つ
い
て
。
田
島
支
援
学
校
側
の
角
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

設
置
す
る
な
ど
安
全
対
策
を
行
う
。

17

追
分
の
５
車
線
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
に
エ
ス
コ
ー
ト

ゾ
ー
ン
を
設
置
す
る
か
、
音
の
違
い
が
判
る
種
類
の
信
号
機
の

設
置
を
す
る
。




